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札
幌
市
内
か
ら
日
本
海
沿
岸
を
国
道
２
３
１
号
で
北
上

す
る
と
、
夏
の
海
は
青
く
穏
や
か
で
、
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い

て
い
た
。
留
萌
市
か
ら
40
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
苫
前
町

（
人
口
３
０
６
５
人
、
３
月
末
現
在
）
が
あ
る
。
町
名
は
、

ア
イ
ヌ
語
の
「
ト
マ
オ
マ
イ
」
で
、
雪
解
け
後
、
い
ち
早

く
青
い
花
を
付
け
る
「
エ
ゾ
エ
ン
ゴ
サ
ク
の
た
く
さ
ん
あ

る
と
こ
ろ
」
と
い
う
意
味
だ
と
い
う
。

　

こ
こ
は
縄
文
時
代
か
ら
栄
え
て
い
た
と
さ
れ
、
先
住
の
ア

イ
ヌ
民
族
と
和
人
と
の
間
で
長
く
交
易
が
お
こ
な
わ
れ
て
い

た
が
、
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
和
人
の
支
配
が
強
ま
っ
て
松

前
藩
に
よ
る
「
ト
マ
マ
イ
場
所
」
が
置
か
れ
て
い
る
。
本
格

的
に
ニ
シ
ン
漁
が
盛
ん
に
な
る
の
は
明
治
か
ら
で
、
春
に
は

東
北
地
方
か
ら
多
く
の
人
夫
が
入
り
込
み
、
漁
期
を
終
え
る

と
去
っ
て
い
っ
た
が
、
そ
の
景
気
で
定
住
者
も
増
え
、
１
８

８
０
年
（
明
治
13
年
）
に
戸
長
役
場
が
設
置
さ
れ
、
明
治
20

年
代
後
半
に
は
大
量
の
農
業
移
民
が
入
植
し
て
く
る
。

　

未
開
の
原
野
へ
入
植
し
た
者
た
ち
は
、
大
量
の
ブ
ヨ
や

蚊
に
悩
ま
さ
れ
、
イ
ナ
ゴ
被
害
に
苦
し
み
、
開
拓
の
苦
労

は
筆
舌
し
が
た
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
が
苫
前
の
産

業
の
基
盤
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
っ
た
。

　

そ
ん
な
歴
史
を
学
ぶ
の
に
絶
好
の
場
所
が
、
旧
役
場
庁

舎
を
利
用
し
た
「
苫
前
町
郷
土
資
料
館
」
で
あ
る
。
そ
こ

に
は
「
苫
前
町
考
古
資
料
館
」
が
併
設
さ
れ
、
敷
地
内
に

縄
文
の
家
、
擦
紋
の
家
、
ア
イ
ヌ
の
チ
セ
が
復
元
展
示
さ

れ
て
い
る
。

　

苫
前
町
で
は
１
９
１
５
（
大
正
４
）
年
12
月
に
、
10
人

の
婦
女
子
が
殺
傷
（
７
人
が
殺
さ
れ
、
３
人
重
傷
）
さ
れ

た
悲
惨
な
熊
被
害
事
件
が
あ
っ
た
。「
三
毛
別
（
三
渓
）

ヒ
グ
マ
事
件
」
で
、
そ
の
詳
し
い
資
料
も
郷
土
資
料
館
に

あ
る
。

　

事
件
は
15
家
族
が
入
植
す
る
三
毛
別
の
六
線
沢
の
集
落

で
、
冬
ご
も
り
前
の
一
頭
の
ヒ
グ
マ
が
、
空
腹
か
ら
人
家

を
襲
っ
た
も
の
。
そ
の
様
子
は
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作

家
の
木
村
盛
武
が
入
念
な
聞
き
取
り
調
査
を
し
て
ま
と
め

た
報
告
「
獣
害
史
最
大
の
惨
劇
苫
前
羆
事
件
」
に
詳
し
く
、

１
９
９
４
年
に
は
共
同
文
化
社
か
ら
『
慟
哭
の
谷 T

h
e 

D
evil's V

alley

』
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
作
家
の
吉
村

昭
も
事
件
を
取
材
し
、
小
説
「
羆
嵐
（
く
ま
あ
ら
し
）」

を
発
表
し
て
い
る
。
事
件
が
起
こ
っ
た
六
線
沢
に
は
「
三

毛
別
羆
事
件
復
元
現
地
」
が
あ
り
、
当
時
の
生
活
を
再
現

し
た
家
屋
や
慰
霊
碑
、
家
を
襲
う
ヒ
グ
マ
の
レ
プ
リ
カ
が

あ
る
。
六
線
沢
へ
の
道
路
は
冬
季
閉
鎖
な
の
で
、
開
通
を

確
認
し
て
か
ら
行
く
と
い
い
。

　

苫
前
町
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
風
力
発
電
だ
。
現

在
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
え
る
風
力
発

電
設
置
に
北
海
道
で
い
ち
早
く
取
り
組
ん
だ
の
が
苫
前
町

だ
。
強
い
風
を
活
用
で
き
な
い
か
と
考
え
た
。
風
力
発
電

に
は
、
年
中
風
が
強
い
こ
と
、
広
い
土
地
が
あ
る
こ
と
、

送
電
線
と
の
連
系
（
系
統
連
結
）
が
速
や
か
に
で
き
る
こ

と
が
必
要
だ
っ
た
。
土
地
は
あ
り
、
羽
幌
炭
鉱
用
に
架
設

し
た
６
万
６
０
０
０
ボ
ル
ト
の
送
電
線
も
あ
っ
た
。
町
は

１
９
９
５
年
か
ら
通
産
省
の
事
業
で
風
速
調
査
を
行
い
、

適
正
を
確
認
し
て
町
営
で
の
事
業
化
に
取
り
組
ん
だ
。
98

旧苫前町役場庁舎を使った郷土博物館には考古資料館も
併設されている。洋風の町長室も見ることができる

青 木 和 弘

留萌管内苫前町

郷土資料館と風力発電
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年
に
北
電
が
、
特
別
高
圧
連
系
２
万
ボ
ル
ト
以
上
の
発
生

電
力
は
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
あ
た
り
11
円
60
銭
で
購
入
す
る

こ
と
を
発
表
。
国
は
補
助
金
を
設
け
た
。
２
０
０
０
年
に

３
基
を
夕
陽
ケ
丘
地
区
に
設
置
す
る
と
、
民
間
業
者
も
参

入
し
て
、
現
在
町
内
に
42
基
、
設
備
容
量
５
万
２
８
０
０

キ
ロ
ワ
ッ
ト
が
稼
働
し
て
い
る
。

　

町
は
本
年
７
月
に
、
現
在
の
３
基
の
運
転
を
や
め
、
４

０
０
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
、
羽
根
の
直
径
が
現
在
の
倍
ほ
ど

の
１
２
０
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
、
巨
大
で
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な

風
力
発
電
装
置
１
基
に
取
り
替
え
る
。

　

２
０
１
８
年
度
（
２
０
１
８
年
２
月
～
19
年
３
月
）
の

町
営
施
設
の
発
電
量
は
３
８
８
万
８
９
３
３
キ
ロ
ワ
ッ
ト

／
時
、
売
電
量
３
７
１
万
５
９
５
６
キ
ロ
ワ
ッ
ト
／
時
、

売
電
金
額
７
２
０
５
万
２
３
８
３
円
、
設
備
利
用
率
20
・

18
％
、
年
平
均
風
速
５
・
76
メ
ー
ト
ル
だ
っ
た
。　

郷土資料館の敷地内にある「古代の里」には、紀元前3000年の頃の縄文の家、紀元10世紀頃の擦文の家、アイヌのチセ
の復元住居がある

苫前町郷土博物館にある巨大熊「北海太郎」のはく製。
苫前町では1915年、悲惨な三毛別ヒグマ事件が起きてい
る。「北海太郎」とは違うクマだ


